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一　

木
材
産
業
の
貢
献
、
規
模
、
価
値

㈠　

社
会
へ
の
貢
献

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
、
木
材
利
用
に
よ
る
地
球
環
境
保
全
へ
の
貢

献
に
つ
い
て
多
面
的
に
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
森
林
か
ら
生
産
さ

れ
る
木
材
を
我
々
の
生
活
に
役
立
て
る
た
め
に
は
、
木
材
を
様
々
な
方

法
で
加
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

が
木
材
産
業
で
す
。
従
っ
て
、
木
材
産
業
は
、
直
接
に
は
目
に
見
え
な

い
形
で
地
球
環
境
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

多
く
の
製
材
所
や
木
材
加
工
工
場
は
、
森
林
地
域
や
あ
ま
り
工
業
化

が
進
ん
で
い
な
い
地
域
等
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
の
活

性
化
、
雇
用
、
経
済
等
の
面
で
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
材
産
業
が
様
々
な
利
用
技
術
の
開
発
や
実
用
化
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
産
材
利
用
を
推
進
し
て
自
給
率
を
増
や
す
こ
と
は
、
森
林
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

㈡　

国
内
経
済
の
牽
引
力

　

木
材
産
業
︵
木
材
・
木
製
品
製
造
業
︶
と
木
材
に
関
連
す
る
産
業

︵
家
具
・
装
備
品
製
造
業
、
木
材
建
築
工
事
業
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加

工
製
造
業
等
︶
は
、
図
︶
1
︵

1
に
示
し
た
通
り
、
全
体
と
し
て
二
〇
一
六
年

現
在
で
お
よ
そ
六
〇
万
人
の
従
業
者
を
有
し
、
雇
用
と
経
済
面
で
大
き

特
集　

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
（
11
）

木
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要
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な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
木
材
産
業
に
は
約
一
一
万
人
が
働

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
図
1
の
外
に
も
、
建
築
関
係
に
は
木
材
関
連
と

は
限
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
建
築
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
業
に
約
一
○ 

万
人
、
大
工
工
事
業
に
約
六
万
人
の
従
業
者
が
い
る
と
の
こ
と
で
す︶1
︵

。

こ
れ
ら
の
中
の
多
く
の
方
々
が
、
木
材
に
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

木
材
産
業
を
四
大
別
し
た
従
業
者
数
の
内
訳
を
図
２
に
示
し
ま
し
た

が
、
一
般
製
材
、
チ
ッ
プ
、
単
板
製
造
等
を
含
む
﹁
製
材
業
・
木
製
品

製
造
業
﹂
と
、
合
板
︵
Ｌ
Ｖ
Ｌ
等
を
含
む
︶、
集
成
材
、
繊
維
板
、

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
等
の
木
質
材
料
全
般
と
建
築
用
組
立
材
料
製
造

︵
プ
レ
カ
ッ
ト
等
︶
を
含
め
た
﹁
造
作
材
・
合
板
・
建
築
用
組
立
材
料

製
造
業
﹂
が
そ
れ
ぞ
れ
三
九
％
と
四
三
％
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、﹁
木
製
容
器
製
造
業
﹂
に
は
、
た
る
、
お
け
、
か
ご
、
ざ
る
、

木
箱
等
の
伝
統
的
製
造
業
が
、﹁
そ
の
他
の
木
製
品
製
造
業
﹂
に
は
、

木
材
防
腐
処
理
業
︵
人
工
乾
燥
、
薬
品
注
入
、
耐
火
処
理
等
を
含
む
︶、

コ
ル
ク
製
品
製
造
業
、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
木
製
品
製
造
業
︵
曲
物
、

は
し
、
割
り
ば
し
、
重
箱
等
の
伝
統
的
な
多
く
の
業
種
︶
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
従
業
者
数
は
合
計
で
一
八
％
と
な
り
ま
す
が
、
伝
統
的
な
業

種
の
寄
与
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

㈢　

多
様
な
木
材
産
業

　

木
材
産
業
に
は
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
が
あ
り
、
製
材
工
場
、
合
板

や
ボ
ー
ド
類
の
製
造
工
場
、
パ
ネ
ル
等
の
設
計
と
製
造
工
場
、
建
具
や

パ
レ
ッ
ト
等
の
製
造
工
場
等
や
、
そ
の
他
の
多
く
の
分
野
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
生
産
さ
れ
て
い
る
各
種
の
木
製
品
は
、
主
に
木
材
関
係
の
二
次
製

造
業
や
家
具
産
業
等
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈣　

木
材
産
業
の
分
野
ご
と
に
お
け
る
企
業
の
団
体

　

木
材
産
業
で
は
、
製
造
分
野
ご
と
に
製
品
管
理
や
情
報
共
有
の
た
め

の
組
織
が
あ
り
、
該
当
す
る
企
業
や
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

図 2　木材産業の分野別従業者数の割合（2016 年）

図 1　木材関連産業の従業者数（2016 年）
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例
え
ば
、
国
産
材
製
材
協
会
、
全
国
Ｌ
Ｖ
Ｌ
協
会
、
全
国
天
然
木
化

粧
合
単
板
工
業
組
合
連
合
会
、
全
国
木
材
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
連
合

会
、
全
国
木
材
チ
ッ
プ
工
業
連
合
会
、
全
国
木
造
住
宅
機
械
プ
レ
カ
ッ

ト
協
会
、
日
本
合
板
組
合
連
合
会
、
日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
、
日
本
集
成
材

工
業
組
合
、
日
本
繊
維
板
工
業
組
合
、
日
本
木
材
複
合
・
床
材
工
業
会
、

日
本
防
腐
工
業
会
等
や
、
都
道
府
県
の
木
材
関
係
の
組
合
等
が
参
加
し

て
い
る
全
国
木
材
組
合
連
合
会
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
木
材
加
工
や
木
材
製
品
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い

木
工
機
械
等
を
提
供
す
る
木
材
関
連
の
組
織
と
し
て
、
日
本

木
工
機
械
工
業
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
木
材
や
木
材
製
品

等
の
取
引
や
売
買
を
す
る
組
織
と
し
て
、
全
日
本
木
材
市
場

連
盟
、
日
本
合
板
商
業
組
合
、
全
日
本
木
工
機
械
商
業
組
合

等
や
、
木
材
の
輸
入
に
関
す
る
組
織
と
し
て
、
日
本
木
材
輸

入
協
会
等
が
あ
り
ま
す
。

㈤　

木
材
製
品
の
出
荷
額
の
構
成

　

木
材
産
業
の
年
間
出
荷
額
は
、
図
︶
1
︵

3
の
通
り
二
〇
一
六
年

の
実
績
で
約
二
・
七
兆
円
で
す
が
、
造
作
材
・
合
板
・
建
築

用
組
立
材
料
製
造
業
が
六
〇
％
、
製
材
業
・
木
製
品
製
造
業

が
三
一
％
を
占
め
、
合
計
す
る
と
九
一
％
に
達
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
分
野
で
生
産
さ
れ
る
製
品
の
種
類
と
出
荷
額
に
つ
い

て
は
、
次
号
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

㈥　

木
材
産
業
に
は
中
小
企
業
が
多
い

　

前
述
の
よ
う
に
木
材
産
業
の
年
間
出
荷
額
は
、
約
二
・
七
兆
円
で
す

が
、
図
4
に
示
し
た
通
り
家
具
産
業
︵
家
具
・
装
備
品
製
造
業
︶
は
二

兆
円
程
度
と
さ
れ
て
お
り
、
合
計
す
る
と
四
・
七
兆
円
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
事
業
所
の
規
模
を
み
る
と
、
木
材
産
業
で
は
、
大
型
の
製
材
工

場
や
木
質
材
料
製
造
工
場
等
を
除
い
て
、
中
小
企
業
が
大
部
分
を
占
め

図 3　 木材産業の年間出荷額の分野別割合 （総出荷額
2.7 兆円、2016 年）

図 4　木材関連産業の年間出荷額（2016 年）
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て
い
ま
す
。
一
工
場
当
た
り
の
平
均
従
業
者
数
は
九
人
程
度
で
、
家
具

産
業
と
同
じ
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
森
林
地
域
や
地
域
の
社
会
と
密
接

に
関
係
し
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。

二　

木
材
に
関
連
す
る
産
業
分
野
の
動
向

㈠　

木
材
関
連
産
業
の
経
済
規
模

　

木
材
産
業
分
野
の
従
業
者
数
を
図
1
に
示
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

分
野
の
二
〇
一
六
年
に
お

け
る
年
間
出
荷
額
は
図
4

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す︶1
︵

。

木
材
産
業
お
よ
び
そ
の
近

縁
の
家
具
産
業
と
木
造
建

築
工
事
業
の
合
計
額
は
、

約
一
〇
兆
円
と
大
き
な
規

模
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
材
を
原
料
と
し
て
い

る
パ
ル
プ
・
紙
関
連
産
業

で
は
七
・
三
兆
円
で
、
木

材
を
利
用
し
て
い
る
関
連

産
業
は
全
体
と
し
て
、
非

常
に
大
き
な
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
の
木
材
需
要
の
内
訳
は
、
図
5
の
通
り
で
す

が
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
材
が
三
九
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
重
要
で

す
︶
2
︵

。
わ
が
国
で
は
、
紙
パ
ル
プ
産
業
分
野
は
木
材
産
業
と
は
別
の
産
業

と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
各
企
業
は
日
本
製
紙
連
合
会
や
日
本
紙
パ
ル

プ
協
会
等
に
集
結
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
木
材
利
用
に
よ
る
気
候

変
動
の
防
止
の
面
か
ら
は
木
材
産
業
は
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
強

く
望
ま
れ
ま
す
。

㈡　

建
築
分
野

　
　
　

と
の
関
係

　

木
材
産
業
の
動
向

や
業
績
は
、
建
築
分

野
の
動
向
に
強
く
依

存
し
て
い
ま
す
。
木

材
産
業
は
、
常
に
内

装
材
、
構
造
材
、
さ

ら
に
は
装
飾
・
装
備

等
の
た
め
の
材
料
を

ど
の
よ
う
に
建
築
分

野
に
利
用
し
て
い
く

か
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
よ

写真 1　 建築中の市営住宅 （岩手県遠野市鶯崎 6 団地の二軒
長屋）

︵
3
︶

図 5　木材需要量の用途内訳
　　　（2016 年、総量 7,808 万 m3）
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り
、
木
材
産
業
は
、
建
築
分
野
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

木
造
住
宅
に
は
、
在
来
構
法
︵
木
造
軸
組
構
法
︶、
木
造
枠
組
壁
構

法
、
木
質
パ
ネ
ル
構
法
等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
法
ご
と
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
が
、
木
材
産
業
は
、
こ
れ
ら
の
構
法
に
応
じ
た
製
材
や
木
質

材
料
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
者
が
よ
く
ご
存
じ
の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
︵
工
業
化
住
宅
︶
と

呼
ば
れ
て
い
る
住
宅
が
年
間
一
五
万
戸
︵
二

〇
一
三
年
現
在
︶
ほ
ど
新
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
可
能
な
限
り
工
場
で
部
材
を

生
産
、
加
工
、
組
立
を
行
う
方
式
で
製
造
さ

れ
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
が
設
計
・
生
産
・
施

工
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
一
貫
し
た
生

産
供
給
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
注
文
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
分
野
と
の
連
携
も
木
材
産
業
に

と
っ
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
わ
が
国
で
は
、
少
子
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
新
築
住
宅
の
減
少
が
予
測
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
や
木
質
材

料
の
利
用
方
法
等
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
九
四
万
戸︶5
︵

で
す
が
、

今
後
は
五
〇
万
戸
程
度
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

二
〇
〇
八
～
二
〇
一
三
年
の
中
古
住
宅
の
取
得
件
数
は
年
間
一
五
～
一

八
万
戸
程
度
で
、
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
は
約
七
兆
円
規
模
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
築
住
宅
の
減
少
か
ら
木
材
需
要
が
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
環
境

写真 3　 愛媛県武道館主道場の内観（竣工 2003 年、提
供：山佐木材（株））

写真 2　 住田町庁舎 （岩手県気仙沼郡住田町・公共建築
物における木材利用優良事例

︵
4
︶）
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面
で
の
木
材
の
貢
献

度
も
少
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
住

宅
ば
か
り
で
な
く
、

小
中
学
校
の
校
舎
や

市
町
村
の
施
設
等
の

公
共
建
築
物
の
構
造

体
や
内
装
に
木
材
を

使
っ
て
い
く
政
策
が

施
行
さ
れ
、
木
材
利

用
の
促
進
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
、
新
国
立

競
技
場
を
始
め
と
し

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
や
大
型
の
公
共

施
設
に
木
材
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
建
築
分
野
で
は
、
木
構
造
の
研
究
や
防
・
耐
火
の
研
究
な

ど
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
木
材
利
用
の
促
進
の
た
め
に
重
要
な
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
木
材
産
業
は
木
材
の
主
な
用
途
で
あ
る
建
築

分
野
と
連
携
し
て
、
多
面
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

㈢　

家
具
分
野
と
の
関
係

　

わ
が
国
の
家
具
産
業
の
規
模
は
、
木
材
産
業
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
従

業
者
数
と
出
荷
額
を
有
し
、
重
要
な
産
業
で
す
。

　

世
界
の
主
な
家
具
生
産
国
は
、
米
国
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、

日
本
、
カ
ナ
ダ
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
等
で
、
こ
の
八
カ
国
全
体
で
三
〇

兆
円
以
上
の
年
間
出
荷
額
が
あ
り
ま
す︶6
︵

。
わ
が
国
は
そ
の
内
七
％
程
度

を
生
産
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
国
内
で
消
費
し
て
い
ま
す
。
前
記
の
Ｅ

Ｕ
四
カ
国
が
、
世
界
の
生
産
量
の
二
五
％
程
度
を
占
め
る
と
同
時
に
、

世
界
の
輸
出
量
の
お
よ
そ
半
分
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
は

写真 5　 虎屋工房（静岡県御殿場市）の喫茶
席（内装にスギをふんだんに使用。
テーブル、椅子もシンプルな木製）

写真 4　 木材が豊富に使用されているやさか保育園（群馬
県伊勢崎市）の内観（提供：全国建具組合連合会、

（株）サカモト）
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最
近
、
Ｅ
Ｕ
各
国
と
中
国
か
ら
高
級
な
も
の
や
安
価
な
も
の
が
多
く
輸

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
伝
統
的
に
国
内
の
広
葉
樹
を
利
用
し
た
家
具
生
産
が

発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
生
産
に
適
し
た
広
葉
樹
が
少
な
く
な

り
、
輸
入
広
葉
樹
等
が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
、
国
内
の
セ
ン

ダ
ン
等
の
早
生
広
葉
樹
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
将
来
に
向
け
て

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ
等
の
針
葉
樹
材
の
他
、
合
板
や
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
等
の
木
質
材
料
を

主
体
に
利
用
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
、

デ
ザ
イ
ン
等
や
装
備
家
具
等
の
技
術

開
発
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

家
具
分
野
と
近
縁
の
建
具
分
野
で
は
、

住
宅
や
保
育
園
等
の
建
築
物
に
組
み

込
む
室
内
の
建
具
に
ス
ギ
材
を
積
極

的
に
利
用
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

㈣　

木
材
産
業
の
発
展
に

　
　
　

貢
献
し
た
新
技
術

　

わ
が
国
の
製
材
分
野
で
は
、
近
年
、

二
本
の
帯
鋸
で
同
時
に
切
削
が
可
能

な
ツ
イ
ン
バ
ン
ド
ソ
ー
と
呼
ば
れ
る

大
型
製
材
機
械
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
政
府

の
補
助
制
度
等
に
よ
っ
て
多
く
の
製
材
工
場
に
導
入
さ
れ
、
生
産
性
が

飛
躍
的
に
高
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
製
材
工
場
に
人
工
乾
燥

装
置
が
普
及
し
て
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
の
国
産
針
葉
樹
の

柱
、
梁
、
板
材
等
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寸
法
安
定
性
や
品
質

の
良
い
製
品
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
宅
関
連
分
野
で
は
、
製
品
の
設
計
・
製
造
が
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

写真 7　 プレカットされた建材（けせんプレカット事業
協同組合）

︵
3
︶

写真 6　 コンピュータ管理による大型製材機械 （十和田
湖町森林組合（現 上北森林組合木材加工セン
ター）で撮影）

︵
3
︶
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タ
ー
と
加
工
機
を

組
み
合
わ
せ
た
シ

ス
テ
ム
︵
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
︶
に
よ

る
プ
レ
カ
ッ
ト
技

術
の
利
用
が
確
立

し
、
住
宅
施
工
に

必
要
な
部
材
の
加

工
や
ア
セ
ン
ブ
リ 

ー
︵
組
立
て
︶
が

進
歩
し
ま
し
た
。

合
板
分
野
で
は
、

国
内
の
小
径
針
葉

樹
の
単
板
切
削
に

外
周
駆
動
の
ス
ラ

イ
サ
ー
が
導
入
さ
れ
、
歩
留
ま
り
が
向
上
し
て
生
産
性
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
Ｍ
Ｄ
Ｆ
や
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
等
の
ボ
ー
ド
分
野
で
は
、
従

来
バ
ッ
チ
式
の
多
段
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
連
続

プ
レ
ス
︵
成
型
︶
が
可
能
な
設
備
が
導
入
さ
れ
、
生
産
性
と
製
品
性
能

の
向
上
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
木
材
産
業
の
多
く
の
分
野
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
導
入
さ
れ
、
生
産
性
や
生
産
管
理
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
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写真 8　連続プレス装置 （提供：日本ノボパン工業（株））


